
アンドレアス･シュタイアーフォルテピアノリサイタル

2部

音樂の捧げものBWV1079から

3声のリチェルカーレ．｡.…．．…･･･…･……J.Sバッハ

1部

チエンバロ･ソナタ第4番二長調Op.T-4･･…ガルツビ

仰門顕と愛好者のためのソナタ典露2奥から

ロンドイ短調Wq566･…･………･C.PE.バッハ
平均律クラ0ツィーア曲築第2巻から

第12番へ短調BWV881……．．…････"･･J.S.バッハ専門家と愛好者のためのソナタと自由な幻想曲がち

幻想曲ハ舞渦Wq61-6…･…････…･…･C.P.E.バッハ

ピアノ･ソナタ第49番変ホ長調Hob・XVI:490p､66

（ウィーン原典版番号二第59瀞・……･･･……･……ハイドン

ピアノ・ソナタ

第18番へ長調K.533/494･……－…・モーツァルト
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i刀叶
2015年12月13日(日)18:00開蕩18:45開漫

会場:アク|､シティ浜松中ホール

主催;浜松音楽友の会冬 Ⅲ

プロフィール〆 、

ドイツのケッティンケン生まれハノーヴァーとアムステルダムでピアノとチェンバロを学び､1983

年から86年までムジカ・アンテイクァ・ケルンのチェンバロ餐符として活雌した。その後ソロ活勤に&i

念､フオ･ルテピアノとチェンバロのスペシヤリス1,としてI1(II"I'Iりに活躍している。80年代初頭のデ

ビュー当時は､チェンバロとフオルテピアノを弾くにもかかわら領「バックハウスやケンプ以来のドイ

ツ歸楽を代弁するピアニスト」と賞され、彼の大いなる才能がij&1lされた。その後も真筆に自らの姿

術を,縦め､今や『'.〔脈」への道を着実に歩む数少ない実力者として広く認められるところとなった

ソロ減動に加えて､リート伴奏､茎内梁萎昔としても､アンネーゾフィー･フォン･オッター､ペドロ･メ

メルスドルフ､アレクセイ・リュピモフ､ジヤンーギアン･ケラスら紹だたるアーティストと共渡を重ねて

いるなかでもテノール欺乎クリス|､フ･プレガルデイエンとのデュオは秀逸で､シューベル1,、シユー

マン、メンデルスゾーン､ベ－1，－ヴェン、ラックナーやブラームスらのドイツ．!ノー|､の録音でその蝋!l

蝋を聴くことができる

CDはドイツ･ハルモニアムンディを'i!心に数多く録音し､レコードアカデミー散をはじめ多くの尚

を受徹している。近年は『ゴルトベルク変奏illl」、『デイアベリ変奏lill」が発表きれ、いずれも好評を

柵ている。
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当日使用されたフォルテピアノの製作者からのコメント 

 

浜松音楽友の会の皆様へ 

 先日（2015 年 12 月 13 日）の冬のコンサート「アンドレアス･シュタイアー フォルテピアノリ

サイタル」で使用された楽器に関して、友の会の事務局から、情報の提供依頼があり、その時点

で、コンサートのチラシにも、当日配布されたプログラムにも、この点でのインフォメーション

が全く無い事に気がつきました。今回のリサイタルに即した説明を致します。 

 

 まず、お越しになられた皆様の中には、舞台に載っている小さな楽器を見て、とても驚かれた

方も多かったと思います。あるいは、タイトル名の「フォルテピアノ」と「ピアノフォルテ」と

では、どこが違うのかと疑問に思われた方もいるでしょう。「フォルテピアノ」は、現在では“古

いスタイルのピアノ”の意味で使われています。 

 

 さて、今回使用された楽器ですが、これは、ドイツのニュルンベルクの博物館にある、A.ヴォ

ルターが 1790 年頃にウィーンで作ったピアノを基にして、私が 2013 年に製作しました。音域は

F1～g3、5 オクターブと 2 音（63 鍵）です。ハイドンやモーツァルトの総ての曲だけでなく、ベ

ートーヴェンの半数以上のソナタも弾くことが出来ます。本体の主要な部分はスプルースという

松の仲間で作ってあります。鉄骨や鋳物は入ってはいません。外側は、ウィーン芸術史博物館に

ある、同じヴァルター作のピアノを模して、象嵌とマホガニーの化粧板で仕上げてあります。ち

なみに前出の三作曲家の残した手紙には、ヴォルターの作ったピアノについての記述があり、彼

らから高く評価されていた事が分かっています。 

 

 ハンマーの動く仕組み、アクションは、現代のピアノ（モダンピアノ）とは全く違います。そ

の特徴は、打弦の強弱が繊細で、尚且つ、機敏にコントロール出来る事で、モダンピアノの五分

の一にも満たないであろう小さなハンマーが、驚く程に軽いタッチで動きます。お聞きになられ

てお分かりでしょうが、音量こそ小さいものの、弱音と強音の差はモダンピアノ以上に大きく、

とても広い表現が可能です。 

 

ペダル（ダンパーペダル等）ですが、ご覧になってお分かりになった様に、この楽器には付い

てはいません。しかし、実際の演奏から、この機能の存在に気がつかれた事でしょう。この時代

のピアノには、レバーと言う形で、楽器本体に付いていました。今回の楽器では、ダンパーの開

放を操作出来る（ダンパーペダルに相当する）ものと、弦とハンマーの間に薄いフェルトを入れ

て音を柔らかくする（アップライトによくある）もの、ウナコルダ（弱音ペダルとかソフトペダ

ルとも呼ばれる）の３機能が、膝で操作出来る様になっています。膝レバーは、奏者には常に膝

を閉じて弾くという、ちょっと無理な姿勢が要求されますから、1800 年を越えると、現代と同じ

足で踏む形に変化していきます。しかし、1780 年代までは、このレバーは大抵は鍵盤の周りにつ

いており、それは手で動かされました。ですから、ハイドン、モーツアルト等は、その当時、ど

んなタイミングでこのレバーを使っていたのか、現代では常に議論となります。昔のスタイルの

楽器を演奏する時、作曲されたその当時の演奏が、現在使われているモダンピアノで弾く演奏と

は、相当に違った表現であった事を示唆してくれます。 

 

 最後に、もう一度プログラムの演奏曲目を見て下さい。前半と後半を締め括る二つのソナタの

成立あるいは出版は 1790 年であり、今回のピアノとまさに同時代です。名手シュタイアーが、深

い意図を持ってプログラムを組んだ事が、お分かりになると思います。 

 

2015 年 12 月 25 日 チェンバロ・オルガン・フォルテピアノ製作者 野神俊哉野神俊哉 
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